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防府市地域協働支援センター指定候補者選定委員会（第２回）会議録 要旨 

 

１ 開催日時  令和６年１０月４日（金）午後２時００分～午後３時４５分 

２ 会  場  ルルサス文化センター交流室１ 

３ 出席委員  ６人（欠席なし） 

４ 概  要  （発言要旨の文章表現は簡略化しています。） 

    

 （以下、「防府市地域協働支援センター指定候補者選定委員会」を「委員会」とする。） 

 

 事前確認事項（事務局） 

 ・委員の任命について 

 ・送付した審査資料の確認 

・指定候補者の募集状況の報告 

 

１．挨拶 （委員長）  

委員会の開会の挨拶、指定候補者の募集内容、本日の委員会の流れについて確認。 

  会議の成立（要綱第５条第２項） ６名の委員全員出席につき、会議は成立。 

    

 委員会における会議録等について確認（事務局） 

 ①会議録作成のための録音 

 ②会議の公開・非公開（公正かつ適正な審査環境を確保するため非公開） 

③会議録の要約作成と公表 

     

  ①～③について承認 

 

２．議事 

（１）指定申請者に対する面接 

 ①自己ＰＲ 

  「特定非営利活動法人 市民活動さぽーとねっと」の活動実績、本件への応募理由及び指定管

理に対する取組み等について陳述。 

 

 ②質疑応答 

 質問 

  有料貸し室は９割前後のリピート率になっているとのことですが、貸し館の利用率はどのくら

いになっていますか。 

 

 回答 

  利用率は５割程度となっています。目標とする利用収入にはなかなか到達していないのが、こ

の３年間の実績となっています。今後５年間はまた改めて、今まで利用のない企業様等に対して

利用を促していきたいと思っています。 
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質問 

 一昨年あたりから光熱水費、人件費がかなり高騰していますが、今回の収支計画書は、それを

見込んで算出していますか。 

 

回答 

 光熱水費の高騰分については、研修費などを節約しつつ、事業計画に則って事業はきちんと進

め、工夫して施設を運営したり事業を実施したりしてきました。今後の５年間については、光熱水

費や人件費の高騰分を見込んでの予算書になっています。 

 

 質問 

  事業計画に、中心市街地に位置する立地を活かして、地域の特徴を活かした企画や利用拡大に

努めるとありますが、具体的にはどのようなことをお考えですか。 

 

 回答 

  毎年、近隣施設の責任者と会議を行っており、お互いに課題を出し合って、それに対してどの

ように対応するかを話し合っています。今年度はルルサスの大規模改修が行われることになって

おり、市民活動フェスタをどのように改修工事と並行して開催するかというようなことを、皆さ

んと一緒に課題を共有して、考えました。今後もお互いの課題や知恵を出し合って、ルルサスが

盛り上がっていくようなことを考えていきたいと思います。具体的なイベントとしては、「春の

幸せますフェスタ」「夏の防府おどり」「愛情防府フリマーケット」などです。 

 

 質問 

  フードスタジオでの利用促進の具体策や災害時のネットワーク構築の具体的な構想がありま

したら教えてください。 

 

 回答 

  フードスタジオについてですが、少しずつ実施しているのは、企業様が利用者となり、乳幼児

を抱えている親御さんたちを集め、乳幼児食の紹介をしてもらうという企画です。今後は企業様

が単独でフードスタジオを利用してもらえるように、フードスタジオのＰＲを企業様に向けて行

っていきます。また、婚活イベントやこども食堂の開催なども行っています。元々想定していな

かった層の利用も実例としてあがっており、それらからアイデアをいただき、関連する団体にお

声がけをしながら、新たな団体の利用につなげていきたいと思っています。災害時のネットワー

ク構築については、フードバンクのコミュニティフリッジの事業を行っていますが、食に関する

災害支援というテーマでネットワーク作りを目指した会議を行っています。 

 

 質問 

  若い世代を対象とした新たな取り組みや、若い世代が市民活動の主体として動けるような仕掛

けを考えていれば教えてください。また、自主事業はどのようなものを考え、その収支はどのよ

うに見込んでいるか教えてください。 
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 回答 

  若い世代を主体とした事業ですが、やらされている感を与えてしまうと持続可能ではなくなっ

てしまうので、そこを注意しながら取り組んでいます。実際には、地域に出向き、団体活動の現

場を見て自分たちが課題に気づき、発見し、どのように解決するかを提案する、またその提案を

団体が受け入れてくれるようにサポートする取り組みを考えています。また、自主事業について

ですが、ＮＰＯ法人の報告書作成についての講座を他市にて実施し、そこに講師を派遣したとき

の講師収入や、オンライン会議を有償サポートつきで実施した際の収入等を見込んでいます。 

 

  

 面接終了、指定申請者会場から退出。 

 

（２）指定候補者選定 

 ① 提案価格の評価点数についての説明（事務局） 

   本件応募団体の提案価格の評価点数（審査票（３）①－（Ｅ）欄）の算出について「防府市

地域協働支援センター指定管理者審査基準」に従って説明。 

 ② 審査票の確認…委員各自が面接を受けたうえで最終的な審査票の点数等確認 

 ③ 審査票集計…事務局が審査票を回収して点数を集計 

 ④ 集計表確認…委員へ集計した審査結果を配布し内容について確認 

 ⑤ 指定候補者の選定に関する協議 

  

委員長 

 集計表の点数等を参考にしていただきながら、指定候補者の選定を行う。 

指定申請者が１団体であり、最低評価点数２８５点を上回る４８２．３点を獲得していること

から、「特定非営利活動法人市民活動さぽーとねっと」を指定候補者に決定することになるが、

よろしいか。 

 

 （異議なし） 

 

 委員長 

  それでは、当委員会は、「特定非営利活動法人さぽーとねっと」を指定候補者と決定する。 

 

 委員会終了 


